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マルチキャスト VPNの設定に関する前提条件
「ConfiguringBasic IPMulticast」モジュールに記載されているタスクを使用して、IPマルチキャ
ストを有効にして PIMインターフェイスを設定します。

マルチキャスト VPNの設定の制限
•ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）ピアリングのアップデートソースインター
フェイスは、デフォルトマルチキャスト配信ツリー（MDT）を適切に設定するために、
デバイス上に設定されたすべての BGPピアリングで同じにする必要があります。BGPピ
アリングにループバックアドレスを使用する場合は、ループバックアドレスで PIMス
パースモードをイネーブルにする必要があります。

• MVPNでは、複数の BGPピアリング更新送信元をサポートしていません。

•複数の BGP更新送信元はサポートされていません。これらを設定すると、リバースパス
フォワーディング（RPF）のチェックが中断される可能性があります。MVPNトンネルの
送信元 IPアドレスは、BGPピアリング更新送信元に使用される最高の IPアドレスによっ
て決まります。この IPアドレスが、リモートのプロバイダエッジ（PE）デバイスを含む
BGPピアリングアドレスとして使用される IPアドレスでない場合、MVPNは適切に機能
しません。
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•エクストラネットでのマルチキャスト VPNはサポートされていません。

マルチキャスト VPNの設定について
ここでは、マルチキャスト VPNの設定について説明します。

マルチキャスト VPNの操作
MVPN IPを使用すると、サービスプロバイダはMPLSVPN環境でマルチキャストトラフィッ
クを設定およびサポートできます。この機能は、個々の VRFインスタンスでのマルチキャス
トパケットのルーティングおよび転送をサポートし、サービスプロバイダのバックボーンに

VPNマルチキャストパケットを転送するメカニズムも提供します。

VPNは、ISPなどの共有インフラストラクチャを介するネットワークの接続性です。その役割
は、プライベートネットワークとして、同じポリシーとパフォーマンスを低い所有コストで提

供することによって、業務とインフラストラクチャを通して、多くのコスト削減の機会を作り

出すことです。

MVPNにより、企業はサービスプロバイダのネットワークバックボーンでプライベートネッ
トワークをトランスペアレントに相互接続することができます。このようにMVPNを使用し
て企業ネットワークを相互接続しても、企業ネットワークの管理方法や、企業の全体的な接続

性は変更されません。

マルチキャスト VPNの利点
•複数の場所に情報を動的に送信するスケーラブルなメソッドを提供します。

•高速な情報伝送を提供します。

•共有インフラストラクチャを介して接続性を提供します。

マルチキャスト VPNルーティングおよび転送とマルチキャストドメ
イン

MVPNは、VPNルーティングおよび転送テーブルにマルチキャストルーティング情報を導入
します。プロバイダエッジ（PE）デバイスがマルチキャストデータまたは制御パケットをカ
スタマーエッジ（CE）ルータから受信すると、マルチキャストVPNルーティングおよび転送
インスタンス（MVRF）の情報に従って転送が実行されます。MVPNは、ラベルスイッチング
を使用しません。

マルチキャストトラフィックを相互に送信できるMVRFのセットは、マルチキャストドメイ
ンの構成要素です。たとえば、特定タイプのマルチキャストトラフィックをすべてのグローバ

ルな従業員に送信するカスタマーのマルチキャストドメインは、そのエンタープライズと関連

するすべての CEルータから構成されます。
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マルチキャスト配信ツリー

MVPNは、各マルチキャストドメインにスタティックデフォルトマルチキャスト配信ツリー
（MDT）を確立します。デフォルトMDTは、PEルータが使用するパスを定義し、マルチキャ
ストドメインにある他のすべての PEルータに、マルチキャストデータとコントロールメッ
セージを送信します。

Source Specific Multicast（SSM;送信元特定マルチキャスト）がコアマルチキャストルーティ
ングプロトコルとして使用される場合、デフォルトMDTおよびデータMDTに使用されるマ
ルチキャスト IPアドレスは、すべての PEルータの SSM範囲内に設定する必要があります。

また、MVPNは、高帯域幅伝送用のMDTのダイナミックな作成もサポートします。データ
MDTは、Cisco IOSソフトウェアに一意な機能です。データMDTは、VPN内のフルモーショ
ンビデオなどの高帯域幅の送信元向けであり、MPLS VPNコアの最適なトラフィック転送を
確保することを目的としています。データMDTが作成されるしきい値は、ルータ単位または
VRF単位で設定できます。マルチキャスト伝送が定義されたしきい値を超えると、送信側の
PEルータがデータMDTを作成し、データMDTに関する情報を含むUDPメッセージをデフォ
ルトMDTのすべてのルータに送信します。マルチキャストストリームがデータMDTのしき
い値を超えたかどうかを判断する統計情報は、1秒に1回確認されます。PEルータはUDPメッ
セージを送信した後、切り替わるまでに 3秒以上待機します。最も長くかかる場合は 13秒、
最良の場合は 3秒です。

データMDTは、VRFマルチキャストルーティングテーブル内で、（S,G）マルチキャスト
ルートエントリ専用に作成されます。個々のソースデータレートの値に関係なく、(*,G)エン
トリ用には作成されません。

次の例のサービスプロバイダには、San Jose、New York、Dallasにオフィスがあるマルチキャ
ストカスタマーがいます。San Joseでは、一方向のマルチキャストプレゼンテーションが行わ
れています。サービスプロバイダネットワークでは、このカスタマーと関連する 3つすべて
のサイト、および別のエンタープライズカスタマーの Houstonサイトがサポートされます。

エンタープライズカスタマーのデフォルトMDTは、プロバイダのルータ P1、P2、P3、およ
びその関連 PEルータから構成されています。PE4は別のカスタマーに関連付けられているた
め、デフォルトMDTの一部ではありません。次の図からは、San Jose以外はマルチキャスト
に加入していないため、データがデフォルトMDTに沿って転送されていないことがわかりま
す。

マルチキャストバーチャルプライベートネットワークの設定

3

マルチキャストバーチャルプライベートネットワークの設定

マルチキャスト配信ツリー



図 1 :デフォルトマルチキャスト配信ツリーの概要

New Yorkの従業員がマルチキャストセッションに加入します。New Yorkのサイトに関連付け
られている PEルータは、カスタマーのマルチキャストドメインのデフォルトMDTを介して
転送される加入要求を送信します。PE1は、マルチキャストセッションの送信元に関連付けら
れているPEルータであり、この要求を受信します。次の図は、PEルータが、マルチキャスト
送信元（CE1a）と関連する CEルータに要求を転送する方法を示しています。
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図 2 :データMDTの初期化

CEルータ（CE1a）が関連する PEルータ（PE1）へマルチキャストデータの送信を開始する
と、PEルータ（PE1）は、デフォルトMDTに沿ってマルチキャストデータを送信します。
PE1は、マルチキャストデータを送信すると、マルチキャストデータがデータMDTを作成す
る対象の帯域幅のしきい値を超えていることを認識します。したがって、PE1はデータMDT
を作成し、データMDTに関する情報を含むデフォルトMDTを使用して、すべてのルータに
メッセージを送信し、3秒後、データMDTを使用して、その特定のストリームのマルチキャ
ストデータを送信し始めます。このソースに関係する受信先は PE2だけにあるので、PE2だ
けがデータMDTに加入し、データMDTでトラフィックを受信します。

PEルータは、デフォルトMDTを介して他の PEルータと PIM関係を維持するとともに、直接
接続された PEルータとの PIM関係をも維持します。
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マルチキャストトンネルインターフェイス

マルチキャストドメインごとに作成されるMVRFでは、デバイスは、すべてのMVRFトラ
フィックが発信されるトンネルインターフェイスを作成する必要があります。マルチキャスト

トンネルインターフェイスは、MVRFがマルチキャストドメインにアクセスするために使用
するインターフェイスです。これはMVRFとグローバルMVRFをつなぐコンジットと見なす
ことができます。MVRFごとに 1つのトンネルインターフェイスが作成されます。

マルチキャスト VPNでの BGPのMDTアドレスファミリ
MDTアドレスファミリセッションを設定するために、mdtキーワードが address-family ipv4
コマンドに追加されました。MDTアドレスファミリセッションは、Border Gateway Protocol
（BGP）MDT Subaddress Family Identifier（SAFI）のアップデートを使用して PIMに送信元 PE
アドレスとMDTグループアドレスを渡すために使用されます。

マルチキャスト VPNサポートの BGPアドバタイズメント方式

1つの自律システムで、MVPNのデフォルトMDTがランデブーポイント（RP）のあるスパー
スモード（PIM-SM）を使用している場合、ソース PEとレシーバ PEは RPを通して互いを検
出するため、PIMは、マルチキャストトンネルインターフェイス（MTI）に隣接を確立でき
ます。このシナリオでは、ローカル PE（送信元 PE）が RPに登録メッセージを送信し、次に
RPが送信元 PEに向けて最短パスツリーを構築します。次にリモート PE（MDTマルチキャス
トグループの受信者として機能します）が RPに向けて (*, G)加入メッセージを送信し、その
グループの配信ツリーに参加します。

しかし、デフォルトMDTグループが PIM-SM環境ではなく PIM Source Specific Multicast
（PIM-SSM）環境で設定されている場合、受信側 PEは送信元 PEとデフォルトMDTグループ
に関する情報を必要とします。この情報は、送信元 PEに向けて (S, G)加入メッセージを送信
し、送信元PEからの配信ツリーを構築するために使用されます。（RPは必要ありません）。
送信元 PEアドレスとデフォルトMDTグループアドレスは、BGPを使用して送信されます。

BGP拡張コミュニティ

BGP拡張コミュニティを使用すると、PEループバック（発信元アドレス）情報はVPNv4プレ
フィックスとしてルート識別子（RD）タイプ2を使用して送信されます（ユニキャストVPNv4
プレフィックスと区別するため）。MDTグループアドレスは、BGP拡張コミュニティに伝え
られます。VPNv4アドレスに組み込まれた送信元と拡張コミュニティ内のグループの組み合わ
せを使用すると、同じMVRFインスタンス内の PEルータは相互に SSMツリーを確立できま
す。

MDT SAFIサポートが導入される前、BGP拡張コミュニティの属性は、IETFによって標準化
される前のソース PEおよびデフォルトMDTグループの IPアドレスをアドバタイズするため
の暫定的ソリューションとして使用されていました。しかし、MVPN環境の BGP拡張コミュ
ニティ属性には一定の制限があります。AS間シナリオでは使用できず（属性が非推移的であ
るため）、RDタイプ 2が使用されます（これはサポートされる標準ではありません）。

（注）
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マルチキャスト VPNの設定方法
ここでは、マルチキャスト VPNを設定する際の手順を説明します。

データマルチキャストグループの設定

データMDTグループには、VPN、VRF、PEデバイスごとに最大256のマルチキャストグルー
プを含むことができます。データMDTグループの作成に使用されるマルチキャストグループ
は、設定済み IPアドレスのプールからダイナミックに選択されます。デバイスでデータマル
チキャストグループを設定するには、次の手順を使用します。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. vrf definition vrf-name

4. rd route-distinguisher

5. route-target both ASN:nnまたは IP-address:nn

6. address family ipv4 unicast value

7. mdt default group-address

8. mdt data group number

9. mdt data threshold kbps

10. mdt log-reuse
11. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

VRFコンフィギュレーションモードを開始し、VRF
名を割り当てることによりVPNルーティングイン
スタンスを定義します。

vrf definition vrf-name

例：

Device(config)# vrf definition vrf1

ステップ 3
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目的コマンドまたはアクション

VRFのルーティングテーブルと転送テーブルを作
成します。

rd route-distinguisher

例：

ステップ 4

• route-distinguisher引数では、8バイトの値を
IPv4プレフィックスに追加してVPN IPv4プレDevice(config-vrf)# rd 1:1

フィックスを作成することを指定します。

route-distinguisherは、次のいずれかの形式で入
力できます。

• 16ビット ASN：32ビット数値。たとえば、
101:3と指定します。

• 32ビット IPアドレス：16ビット数値。たとえ
ば、192.168.122.15:1と指定します。

VRF用にルートターゲット拡張コミュニティを作
成します。bothキーワードを使用すると、ルーティ

route-target both ASN:nnまたは IP-address:nn

例：

ステップ 5

ング情報のターゲット VPN拡張コミュニティから
Device(config-vrf)# route-target both 1:1 のインポート、およびターゲット VPN拡張コミュ

ニティへのエクスポートの両方が行われます。

VRFアドレスファミリコンフィギュレーション
モードを開始して、VRFのアドレスファミリを指
定します。

address family ipv4 unicast value

例：

Device(config-vrf)# address family ipv4 unicast

ステップ 6

• ipv4キーワードは、VRFの IPv4アドレスファ
ミリを指定します。

VRFに、データMDTグループのマルチキャスト
グループアドレスの範囲を設定します。

mdt default group-address

例：

ステップ 7

•このコマンドによって、トンネルインターフェ
イスが作成されます。

Device(config-vrf-af)# mdt default 226.10.10.10

•デフォルトMDTグループアドレス設定は、同
じ VRF内のすべての PEで同一にする必要が
あります。

データMDTプールで使用されるアドレスの範囲を
指定します。

mdt data group number

例：

ステップ 8

Device(config-vrf-af)# mdt data 232.0.1.0
0.0.0.31

しきい値を kbps単位で指定します。範囲は 1～
4294967です。

mdt data threshold kbps

例：

ステップ 9
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目的コマンドまたはアクション

Device(config-vrf-af)# mdt data threshold 50

（任意）データMDT再使用の記録をイネーブルに
し、データMDTが再使用された場合に、syslog
メッセージを生成します。

mdt log-reuse

例：

Device(config-vrf-af)# mdt log-reuse

ステップ 10

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 11

Device(config-vrf-af)# end

VRFのデフォルトMDTグループの設定
VRFにデフォルトMDTグループを設定するには、次の作業を実行します。

デフォルトMDTグループは、同じVPNに属するすべてのデバイスに設定された同じグループ
である必要があります。送信元 IPアドレスは、BGPセッションの送信元を特定するために使
用するアドレスです。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. ip multicast-routing
4. ip multicast-routing vrf vrf-name

5. vrf definition vrf-name

6. rd route-distinguisher

7. route-target both ASN:nnまたは IP-address:nn

8. address family ipv4 unicast value

9. mdt default group-address

10. end
11. configure terminal
12. ip pim vrf vrf-namerp-address value

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

マルチキャストバーチャルプライベートネットワークの設定
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目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

マルチキャストルーティングをイネーブルにしま

す。

ip multicast-routing

例：

ステップ 3

Device(config)# ip multicast-routing

MVPN VRFインスタンスをサポートします。ip multicast-routing vrf vrf-name

例：

ステップ 4

Device(config)# ip multicast-routing vrf vrf1

VRFコンフィギュレーションモードを開始し、VRF
名を割り当てることによりVPNルーティングイン
スタンスを定義します。

vrf definition vrf-name

例：

Device(config)# vrf definition vrf1

ステップ 5

VRFのルーティングテーブルと転送テーブルを作
成します。

rd route-distinguisher

例：

ステップ 6

• route-distinguisher引数では、8バイトの値を
IPv4プレフィックスに追加してVPN IPv4プレDevice(config-vrf)# rd 1:1

フィックスを作成することを指定します。

route-distinguisherは、次のいずれかの形式で入
力できます。

• 16ビット ASN：32ビット数値。たとえば、
101:3と指定します。

• 32ビット IPアドレス：16ビット数値。たとえ
ば、192.168.122.15:1と指定します。

VRF用にルートターゲット拡張コミュニティを作
成します。bothキーワードを使用すると、ルーティ

route-target both ASN:nnまたは IP-address:nn

例：

ステップ 7

ング情報のターゲット VPN拡張コミュニティから
Device(config-vrf)# route-target both 1:1 のインポート、およびターゲット VPN拡張コミュ

ニティへのエクスポートの両方が行われます。

VRFアドレスファミリコンフィギュレーション
モードを開始して、VRFのアドレスファミリを指
定します。

address family ipv4 unicast value

例：

Device(config-vrf)# address family ipv4 unicast

ステップ 8

• ipv4キーワードは、VRFの IPv4アドレスファ
ミリを指定します。

マルチキャストバーチャルプライベートネットワークの設定
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目的コマンドまたはアクション

VRFに、データMDTグループのマルチキャスト
グループアドレスの範囲を設定します。

mdt default group-address

例：

ステップ 9

•このコマンドによって、トンネルインターフェ
イスが作成されます。

Device(config-vrf-af)# mdt default 226.10.10.10

•デフォルトMDTグループアドレス設定は、同
じ VRF内のすべての PEで同一にする必要が
あります。

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 10

Device(config-vrf-af)# end

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 11

Device# configure terminal

RPコンフィギュレーションモードを開始します。ip pim vrf vrf-namerp-address value

例：

ステップ 12

Device(config-vrf-af)# ip pim vrf vrf1 rp-address
1.1.1.1

マルチキャスト VPNでの BGPのMDTアドレスファミリの設定
PEデバイスにMDTアドレスファミリセッションを設定し、MVPNのMDTピアリングセッ
ションを確立するには、次の作業を実行します。

始める前に

MDTアドレスファミリを通してMVPNピアリングを確立する前に、CEデバイスにVPNサー
ビスを提供する PEデバイス上の BGPネットワークおよびマルチプロトコル BGPに、MPLS
およびシスコエクスプレスフォワーディング（CEF）を設定する必要があります。

次のポリシー設定パラメータは、サポートされていません。

•ルートオリジネータ属性

•ネットワーク層到着可能性情報（NLRI）プレフィックスフィルタリング（プレフィック
スリスト、配信リスト）

•拡張コミュニティ属性（ルートターゲットおよび発信元サイト）

（注）

マルチキャストバーチャルプライベートネットワークの設定
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手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. router bgp as-number

4. address-family ipv4 mdt
5. neighbor neighbor-address activate
6. neighbor neighbor-address send-community [both | extended | standard]
7. exit
8. address-family vpnv4
9. neighbor neighbor-address activate
10. neighbor neighbor-address send-community [both | extended | standard]
11. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Device> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

ルータコンフィギュレーションモードを開始して、

BGPルーティングプロセスを作成します。
router bgp as-number

例：

ステップ 3

Device(config)# router bgp 65535

アドレスファミリコンフィギュレーションを開始

し、IP MDTアドレスファミリセッションを作成
します。

address-family ipv4 mdt

例：

Device(config-router)# address-family ipv4 mdt

ステップ 4

このネイバーのMDTアドレスファミリをイネーブ
ルにします。

neighbor neighbor-address activate

例：

ステップ 5

Device(config-router-af)# neighbor 192.168.1.1
activate

指定されたネイバーとのコミュニティおよび（また

は）拡張コミュニティの交換をイネーブルにしま

す。

neighbor neighbor-address send-community [both |
extended | standard]

例：

ステップ 6

マルチキャストバーチャルプライベートネットワークの設定
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目的コマンドまたはアクション

Device(config-router-af)# neighbor 192.168.1.1
send-community extended

アドレスファミリコンフィギュレーションモード

を終了し、ルータコンフィギュレーションモード

に戻ります。

exit

例：

Device(config-router-af)# exit

ステップ 7

アドレスファミリコンフィギュレーションモード

を開始し、VPNv4アドレスファミリセッションを
作成します。

address-family vpnv4

例：

Device(config-router)# address-family vpnv4

ステップ 8

このネイバーのVPNv4アドレスファミリをイネー
ブルにします。

neighbor neighbor-address activate

例：

ステップ 9

Device(config-router-af)# neighbor 192.168.1.1
activate

指定されたネイバーとのコミュニティおよび（また

は）拡張コミュニティの交換をイネーブルにしま

す。

neighbor neighbor-address send-community [both |
extended | standard]

例：

ステップ 10

Device(config-router-af)# neighbor 192.168.1.1
send-community extended

アドレスファミリコンフィギュレーションモード

を終了して、特権 EXECモードを開始します。
end

例：

ステップ 11

Device(config-router-af)# end

MDTデフォルトグループの情報の確認

手順の概要

1. enable
2. show ip pim [vrf vrf-name] mdt bgp
3. show ip pim [vrf vrf-name] mdt send
4. show ip pim vrf vrf-name mdt history interval minutes

手順の詳細

ステップ 1 enable

例：

マルチキャストバーチャルプライベートネットワークの設定
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Device> enable

特権 EXECモードを有効にします。

•パスワードを入力します（要求された場合）。

ステップ 2 show ip pim [vrf vrf-name] mdt bgp

例：

Device# show ip pim mdt bgp

MDT-default group 232.2.1.4
rid:1.1.1.1 next_hop:1.1.1.1

MDTデフォルトグループの RDの BGPアドバタイズメントに関する情報を表示します。

ステップ 3 show ip pim [vrf vrf-name] mdt send

例：

Device# show ip pim mdt send

MDT-data send list for VRF:vpn8
(source, group) MDT-data group ref_count
(10.100.8.10, 225.1.8.1) 232.2.8.0 1
(10.100.8.10, 225.1.8.2) 232.2.8.1 1
(10.100.8.10, 225.1.8.3) 232.2.8.2 1
(10.100.8.10, 225.1.8.4) 232.2.8.3 1
(10.100.8.10, 225.1.8.5) 232.2.8.4 1
(10.100.8.10, 225.1.8.6) 232.2.8.5 1
(10.100.8.10, 225.1.8.7) 232.2.8.6 1
(10.100.8.10, 225.1.8.8) 232.2.8.7 1
(10.100.8.10, 225.1.8.9) 232.2.8.8 1
(10.100.8.10, 225.1.8.10) 232.2.8.9 1

指定されたデバイスが行ったMDTアドバタイズメントを含むMDTデータグループに関する詳細情報を
表示します。

ステップ 4 show ip pim vrf vrf-name mdt history interval minutes

例：

Device# show ip pim vrf vrf1 mdt history interval 20

MDT-data send history for VRF - vrf1 for the past 20 minutes
MDT-data group Number of reuse

10.9.9.8 3
10.9.9.9 2

過去に設定されたインターバル中に再利用されたデータMDTを表示します。

マルチキャスト VPNの設定例
マルチキャスト VPNの設定例を次に紹介します。

マルチキャストバーチャルプライベートネットワークの設定
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例：MVPNおよび SSMの設定
次の例では、PIM-SSMがバックボーンに設定されています。そのため、デフォルトグループ
とデータMDTグループは、IPアドレスのSSM範囲内に設定されています。VPNの内部では、
PIM-SMが設定され、Auto-RPアナウンスのみが受け入れられます。

ip vrf vrf1
rd 1:1
route-target export 1:1
route-target import 1:1
mdt default 232.0.0.1
mdt data 232.0.1.0 0.0.0.255 threshold 500 list 101
!
ip pim ssm default
ip pim vrf vrf1 accept-rp auto-rp

例：マルチキャストルーティングの VPNのイネーブル化
次の例では、マルチキャストルーティングは、vrf1という VPNルーティングインスタンスを
使用してイネーブル化されます。

ip multicast-routing vrf1

例：データMDTグループ用のマルチキャストグループアドレス範囲
の設定

次の例では、VPNルーティングインスタンスは、blueという VRFが割り当てられます。VPN
VRFのMDTデフォルトグループは 239.1.1.1、MDTグループのマルチキャストグループアド
レスの範囲は 239.1.2.0（ワイルドカードビットが 0.0.0.3）です。

ip vrf blue
rd 55:1111
route-target both 55:1111
mdt default 239.1.1.1
mdt data 239.1.2.0 0.0.0.3
end

例：マルチキャストルートの数の制限

次の例では、マルチキャストルーティングテーブルに追加できるマルチキャストルートの数

が 200,000に設定され、警告メッセージが発生する原因となるmrouteの数のしきい値が 20,000
に設定されています。

!
ip multicast-routing
ip multicast-routing vrf cisco
ip multicast cache-headers
ip multicast route-limit 200000 20000
ip multicast vrf cisco route-limit 200000 20000

マルチキャストバーチャルプライベートネットワークの設定
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no mpls traffic-eng auto-bw timers frequency 0
!

マルチキャスト VPNの設定に関するその他の参考資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

の「MulticastVPNCommands」の項を参照してくだ
さいCommand Reference (Catalyst 9300 Series Switches)

この章で使用するコマンドの完全な構文

および使用方法の詳細。

マルチキャスト VPNの機能履歴
次の表に、このモジュールで説明する機能のリリースおよび関連情報を示します。

これらの機能は、特に明記されていない限り、導入されたリリース以降のすべてのリリースで

使用できます。

機能情報機能名リリース

マルチキャストVPNにより、
企業はサービスプロバイダの

ネットワークバックボーンで

プライベートネットワークを

透過的に相互接続できます。

マルチキャスト VPNCisco IOS XE Everest 16.5.1a

Cisco FeatureNavigatorを使用すると、プラットフォームおよびソフトウェアイメージのサポー
ト情報を検索できます。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、https://cfnng.cisco.com/に
アクセスします。

マルチキャストバーチャルプライベートネットワークの設定
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https://cfnng.cisco.com/


翻訳について
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